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少
な
く
と
も
新
し
い
年
の
前
半

は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
な
か
で

迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

第
３
波
は
い
つ
収
束
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化

に
は
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
予
防

の
薬
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
投
与
さ
れ
た
と
い
う

抗
体
治
療
薬
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

ワ
ク
チ
ン
と
重
症
化
予
防
の
薬

に
、
さ
ら
に
光
明
が
見
え
て
く
れ

ば
、
か
な
り
違
っ
た
展
開
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
一
般
の
人

た
ち
に
使
わ
れ
る
前
に
、
思
わ
ぬ

副
作
用
や
副
反
応
が
あ
っ
た
り
、

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
中
和
抗
体

が
い
つ
ま
で
持
続
す
る
の
か
、
ま

た
、
保
管
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
や
薬
に
頼
れ
な
い
と

な
る
と
、
感
染
者
を
い
か
に
見
つ

け
出
し
隔
離
し
て
い
く
か
、
あ
る

い
は
高
齢
者
に
感
染
が
及
ば
な
い

よ
う
い
か
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ

う
。第
３
波
を
経
験
し
て
い
る
今
、

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
み
で
は
限
界

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
感
染
者
が

社
会
に
満
遍
な
く
広
が
る
と
と
も

に
無
症
状
者
が
多
く
存
在
し
、
発

症
前
か
ら
感
染
力
を
持
つ
と
い
う

厄
介
な
特
徴
が
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
考
え
る
と
、
診
断
は

も
ち
ろ
ん
、公
衆
衛
生
学
的
見
地
、

社
会
経
済
活
動
を
動
か
し
て
い
く

見
地
か
ら
も
、
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検

査
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

一
部
の
営
利
目
的
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
法
外
な
値
段
設
定
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
な
ど
を
放
置
す
る
こ
と
な

く
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
、
必

要
な
場
面
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗

原
検
査
を
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
体
制
を
整
備
し
、
皆
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
不
要
な
差
別
や
恐
怖
を
生

ま
な
い
近
道
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
さ
に
、「
正
し
く
恐
れ
る
」

で
す
。

７
月
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
政
府
は

人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

打
ち
勝
っ
た
証
と
し
て
開
催
す
る

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
打
ち
勝
つ

た
め
の
７
月
ま
で
の
具
体
的
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
全
く
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
国
民
皆
が
強
く
想
え

ば
打
ち
勝
て
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
日
本
で
奇

跡
的
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
た

と
し
て
、
世
界
中
の
国
々
の
状
態

は
あ
と
半
年
で
好
転
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

不
透
明
さ
が
多
く
残
る
な
か
、

こ
う
し
た
形
で
制
限
し
て
や
れ
ば

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ

た
、
現
実
的
な
解
決
策
を
模
索
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
は
こ
う

い
う
形
で
や
る
し
か
な
い
と
い
っ

た
提
案
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

医
療
機
関
へ
の
受
診
抑
制
が
続

く
な
か
、
乳
幼
児
健
診
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診

を
受
け
る
方
が
大
幅
に
減
り
、
多

く
の
高
齢
者
は
外
出
の
頻
度
や
社

会
と
の
接
触
が
減
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
迎
え
ら
れ
た

と
き
、
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る

ま
で
築
こ
う
と
し
て
い
た
予
防
医

療
、
介
護
予
防
の
大
き
な
波
が
消

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
去
っ
た
あ
と
の

健
全
な
発
育
や
、
生
活
習
慣
病
や

が
ん
対
策
、
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認

知
症
予
防
な
ど
が
大
幅
に
後
退
す

る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
毎
日

で
す
。
ぜ
ひ
国
を
挙
げ
て
感
染
症

を
抑
え
込
む
政
策
を
真
剣
に
練
る

な
か
で
、
２
０
２
５
年
か
ら
２
０

４
０
年
の
少
子
高
齢
社
会
を
乗
り

切
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
こ
の
新
し
い
感
染
症
と
向

き
合
う
こ
と
に
な
っ
て
、
国
の
役

割
、
都
道
府
県
の
役
割
、
医
師
会

の
役
割
、
個
人
の
役
割
な
ど
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
感
染
症
対
策
一

つ
を
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

特
に
医
師
会
は
、
日
本
医
師
会

や
東
京
都
医
師
会
に
限
ら
ず
、
多

く
の
医
師
会
の
活
動
が
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
活
動
が

大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く

の
国
民
が
理
解
し
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
発
信
力
を
生
か
し
て
、

今
後
は
本
来
の
地
道
な
医
師
会
活

動
が
な
ん
で
あ
る
か
を
国
民
・
都

民
に
示
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

し
た
医
療
体
制
を
作
る
た
め
に
、

日
本
医
師
会
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
首
都
東
京
を
守
る
医

師
会
と
し
て
、
車
の
両
輪
で
あ
る

東
京
都
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め

な
が
ら
常
に
先
進
的
な
対
策
を

打
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、

と
て
も
「
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ

た
気
分
に
は
な
れ
な
い
で
い
ま

す
。
第
３
波
が
国
中
を
襲
い
、
特

に
北
海
道
、
首
都
圏
、
中
部
圏
、

近
畿
圏
の
大
都
市
圏
を
中
心
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数

が
、
今
ま
で
に
な
い
勢
い
で
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。
飲
食
店
の
時

短
要
請
や
「
Ｇ
ｏ 
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
」

の
一
時
停
止
が
３
週
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
な
か
、忘
年
会
、

新
年
会
を
や
り
た
く
て
も
、
今
年

ば
か
り
は
見
送
ろ
う
か
と
い
う
声

が
日
増
し
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
区
切
り
が
つ
か
な
い
ま
ま
、

不
安
な
新
年
の
幕
開
け
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

種
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
状
態
を
表
す
。「
丑
」

は
逆
に
、
発
芽
直
前
の
曲
が
っ
た
芽
が
種
の
硬

い
殻
を
破
ろ
う
と
し
て
い
る
状
態
で
、
命
の
息

吹
を
表
す
。
辛
さ
に
悩
み
な
が
ら
衰
退
し
て
も
、

新
た
な
芽
吹
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

牛
の
よ
う
に
忍
耐
強
く
困
難
を
乗
り
越
え
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
明
日
を
待
ち
た
い
。

令
和
３
年
、
辛
丑
（
か
の
と
・
う
し
）。

牛
は
、
古
く
か
ら
家
畜
と
し
て
人
間
と
共
に
あ

り
、
農
作
業
な
ど
を
助
け
て
く
れ
た
動
物
。
そ

の
忍
耐
強
さ
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
丑
年
生

ま
れ
に
は
、
粘
り
強
く
努
力
家
で
マ
イ
ペ
ー
ス

な
人
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。

辛
丑
の
「
辛
」
は
、
草
木
が
枯
れ
次
の
世
代
に

謹賀新年

東京都や日本医師会と連携し、
ポストコロナへの展望を開く

年 頭 所 感 2021

公益社団法人東京都医師会
会長 尾﨑 治夫

ど
の
よ
う
な
年
を

迎
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

新
年
会
、忘
年
会
は
…

し
ば
ら
く
続
く

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の

展
望
は
開
け
る
か
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新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、多くの企
業・団体のみなさま、個人のみなさまから寄附
や支援物資をいただいております。みなさまの温
かいご支援、ご厚情に心より感謝申し上げます。

蜷川 有紀 「Androgynous － いつも一緒に － 」

突
然
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
訪
日

外
国
人
は
激
減
し
た
が
、
渡
航
制

限
の
緩
や
か
な
解
除
の
も
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
は
拡
大
傾
向
に

あ
る
。
一
方
、
多
く
の
在
留
外
国

人
は
こ
れ
ま
で
通
り
日
本
で
経
済

活
動
を
続
け
て
い
る
。
情
報
が
錯

綜
す
る
現
況
で
、
外
国
人
が
感
染

症
に
関
す
る
医
療
情
報
を
的
確
に

共
有
で
き
る
体
制
作
り
と
具
体
的

な
医
療
提
供
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

令
和
２
年
４
月
に
日
本
医
師
会

は
、
外
国
人
に
対
す
る
医
療
支
援

の
一
環
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
多
言
語
相
談
窓
口

事
業
に
協
力
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
外
国
人
対
応
医
療
の
実
態
把
握

と
、
電
話
相
談
窓
口
の
必
要
性
を

検
討
し
た
。

相
談
者
は
55
カ
国
に
及
び
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症

状
が
あ
る
」
と
い
う
相
談
が
半
数

近
く
を
占
め
、医
療
通
訳
の
要
請
、

生
活
上
の
不
安
、
公
的
な
助
成
金

に
関
す
る
こ
と
な
ど
相
談
は
多
岐

に
渡
っ
た
。

東
京
の
在
留
外
国
人
の
居
住
地

は
地
域
特
性
が
あ
り
、
生
活
習
慣

や
宗
教
上
の
理
由
、
利
便
性
で
都

内
の
各
地
で
コ
ロ
ニ
ー
が
形
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
守
り
な

が
ら
地
域
の
経
済
活
動
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
感
染
拡

大
に
伴
う
自
粛
に
よ
り
社
会
生
活

は
制
限
さ
れ
、
特
に
飲
食
業
界
に

従
事
す
る
非
正
規
雇
用
者
な
ど
生

活
に
困
窮
す
る
外
国
人
も
少
な
く

な
い
。

厚
生
労
働
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
外
国
人
に
対
し
多
言
語
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
情
報
や
労
務
関
係
、
休
業
支

援
や
給
付
金
の
情
報
を
提
供
し
て

お
り
、
東
京
都
は
『
東
京
都
外
国

人
新
型
コ
ロ
ナ
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）』
を
設
置

し
て
い
る
。

外
国
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

る
機
会
や
医
療
機
関
を
受
診
す
る

ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
な
か
、
感
染

予
防
の
立
場
か
ら
通
訳
者
や
家
族

の
立
ち
合
い
が
難
し
く
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
苦
渋

す
る
場
面
も
多
く
み
ら
れ
る
。
東

京
都
医
師
会
で
は
、
都
内
の
医
療

機
関
に
は
医
賠
責
に
付
帯
さ
れ
た

電
話
医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
や
東
京

都
の
医
療
機
関
向
け
緊
急
通
訳

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
し
て
い

る
。
ま
た
、
順
天
堂
大
学
は
定
型

的
な
日
本
語
を
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
に
置
き
換
え
る
取
り
組
み
を

し
て
お
り
、
動
画
『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
検
査
編
』
を
公
開
し
て

い
る
。

訪
日
外
国
人
の
増
加
に
向
け

て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
抗
原
検
査
の

精
度
管
理
や
世
界
基
準
、
ま
た
渡

航
者
の
出
入
国
前
後
の
検
査
結
果

や
行
動
履
歴
の
情
報
共
有
が
可
能

な
『
コ
モ
ン
パ
ス
』
な
ど
、
世
界

共
通
の
電
子
証
明
書
の
活
用
も
検

討
事
項
だ
。
訪
日
外
国
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

医
療
費
に
関
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
事
例
が
報

道
さ
れ
た
が
、
今
後
、
財
政
的
に

公
費
負
担
を
継
続
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
入
国
時
の
民
間
医
療
保
険

加
入
の
義
務
化
、
さ
ら
に
感
染
症

法
の
再
検
討
も
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

�

（
島
㟢
美
奈
子
）

外
国
人
が
感
染
症
に
関
す
る
医
療
情
報
を
的
確
に
共
有
で
き
る
体
制

作
り
と
具
体
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

新
型コロ
ナ
ウ
イルス

感
染
拡
大
に
お
け
る

『
外
国
人
対
応
医
療
の
課
題
』

地区医師会長
連絡協議会報告

令和2年12月18日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
年
末
・
年
始
の
発
熱
患
者

な
ど
の
診
療
体
制
確
保
に
関
す
る

通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　

東
京
都
よ
り
診
療
・
検
査
医
療

機
関
に
対
し
、「
東
京
都
年
末
年

始
の
診
療
・
検
査
体
制
確
保
支
援

事
業
（
案
）」
を
案
内
す
る
と
と

も
に
、
診
療
・
検
査
体
制
の
確
保

の
協
力
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
診
療
・
検
査
医
療
機
関
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
２
）
令
和
２
年
度
東
京
都
医
師

会
予
防
接
種
講
演
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

例
年
開
催
し
て
い
る
予
防
接
種

講
演
会
を
１
月
に
予
定
し
て
い

る
。
テ
ー
マ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
。
各
地

区
医
師
会
１
名
の
出
席
を
お
願
い

し
た
い
。

（
３
）
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
構
築
の
お
知

ら
せ
お
よ
び
ご
協
力
の
お
願
い
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
本
シ
ス

テ
ム
は
診
療
所
や
病
院
に
お
い
て

デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
地
図
上
に
表
示
し
、
地
域
レ
ベ

ル
で
感
染
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
本
会
よ
り
直
接

都
内
全
医
療
機
関
に
通
知
す
る
の

で
、
多
く
の
会
員
に
協
力
し
て
ほ

し
い
。

（
４
）
令
和
２
年
度
第
２
回
東
京

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

２
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
前
９

時
か
ら
東
京
都
医
師
会
館
で
標
記

研
修
会
を
開
催
す
る
。
災
害
医
療

チ
ー
ム
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、

看
護
師
、
事
務
等
も
含
め
て
構
成

さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
行
政
と
の

連
携
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、医
師
、

看
護
師
、
事
務
等
お
よ
び
行
政
職

員
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
る
。

特
に
地
区
医
師
会
の
担
当
理
事
お

よ
び
東
京
都
災
害
時
医
療
救
護
従

事
者
、
令
和
２
年
度
の
区
市
町
村

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
研
修

会
の
対
象
地
域
の
区
市
町
村
災
害

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
区

市
町
村
職
員
の
方
に
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
。

（
５
）
医
療
事
故
調
査
制
度
研
修

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

２
月
27
日
（
土
）
午
後
３
時
か

ら
東
京
都
医
師
会
館
で
標
記
研
修

会
を
開
催
す
る
。
医
療
事
故
調
査

制
度
の
周
知
徹
底
と
支
援
団
体
連

絡
協
議
会
の
支
援
態
勢
な
ど
の

周
知
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い

す
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
予
防
接
種
の
無
料
接
種
に
つ
い

て�

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
若
年
層
健
診
の
対
象
年
齢
の
拡

大
に
つ
い
て（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

②
健
診
事
業
（
若
年
層
・
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
）
の
健
診

期
間
の
延
長
に
つ
い
て

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

③
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
に

つ
い
て
（
対
象
年
齢
の
拡
大
）

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

④
「
武
蔵
野
市
く
ら
し
地
域
応
援

券
」
事
業
に
つ
い
て

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

⑤
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
対
策
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
と
動
画
配
信
に

つ
い
て�

（
八
王
子
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
令
和
２
～
３
年
に
お
け
る

年
末
年
始
の
休
日
薬
局
支
援
に
対

す
る
お
願
い

�

（
品
川
区
医
師
会
）

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
に

つ
い
て

�

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
対
策
に
関
す
る
広
報
活
動

に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
や
健
康
診

断
な
ど
必
要
な
受
診
を
控
え
な
い

よ
う
呼
び
掛
け
る
広
告
を
12
月
11

日
（
金
）
の
朝
日
新
聞
都
内
版
に

掲
載
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

の
詳
細
版
は
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル

で
公
開
し
て
い
る
。（
左
記
参
照
）

2020年12月11日 朝日新聞都内版掲載

新型コロナウイルスの感染拡大が続い
ている今、子どもの健康はどうやって守
れば良いのか。
子どもの定期ワクチン接種や健康診断
などの受診を控えている子育て世代に
向けて、今、小児科医が伝えたいこと
を朝日新聞デジタルで公開している。

https://www.asahi.com/
ads/tokyomed202012toi/
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東
京
都
医
師
会
は
12
月
８
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新

規
感
染
者
数
が
引
き
続
き
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
改
め

て
感
染
予
防
の
徹
底
を
呼
び
掛

け
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
急
増

し
、
医
療
従
事
者
が
疲
弊
し
て
い

る
。
こ
れ
以
上
感
染
者
や
重
症
者

が
増
え
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
患

者
も
一
般
の
患
者
も
守
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
強
い
危
機
感

を
示
し
た
。
Ｇ
ｏ�

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
に
自
粛
を
求
め

る
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
全

世
代
で
一
時
的
に
で
も
人
の
動
き

を
止
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

都
民
に
向
け
て
は
、「
改
め
て
感

染
予
防
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
若
い
人
が
重
症
化
す
る

こ
と
は
少
な
い
が
後
遺
症
も
あ

る
。
年
末
年
始
は
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
５
つ
の
場
面
を
避
け
て
、

絶
対
に
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い

生
活
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
は
、
都
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
の
デ
ー
タ
を
示

し
「
高
齢
者
の
感
染
が
急
速
に
増

加
し
て
お
り
、
重
症
化
の
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
入
院
期

間
も
長
く
な
る
の
で
非
常
に
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
な
安
全
弁
を
作
っ
て
は
あ
る

が
、
そ
の
安
全
弁
が
一
つ
ひ
と
つ

乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、

非
常
に
嫌
な
印
象
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
病
床
数
を
増
や
し
た
と
し
て

も
、
一
般
の
医
療
を
圧
迫
す
る
形

に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
食
い
止
め

な
け
れ
ば
救
え
る
は
ず
の
命
が
救

え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ

り
う
る
。
今
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ

と
は
感
染
を
広
げ
な
い
、
う
つ
さ

な
い
、
う
つ
ら
な
い
こ
と
」
と
述

べ
、
こ
れ
以
上
新
規
感
染
者
を
増

や
さ
な
い
よ
う
協
力
を
求
め
た
。

⻆
田
徹
副
会
長
は
、
都
民
に
向

け
て
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
３
密
の

回
避
、
換
気
を
徹
底
し
て
ほ
し
い

と
改
め
て
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
情
報
弱
者
と
呼
ば
れ
る

外
国
人
な
ど
へ
の
情
報
提
供
と
医

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
病
院
医
療
を
守
る
た
め

に
も
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
年
末
年

始
の
診
療
体
制
を
確
保
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
述
べ
た
。

平
川
博
之
副
会
長
は
、
自
殺
者

数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
安
、
抑

う
つ
、
自
殺
対

策
と
し
て
睡
眠

や
食
事
な
ど
の

生
活
リ
ズ
ム
を

崩
さ
な
い
こ
と

な
ど
を
挙
げ
、

こ
の
機
会
に
こ

こ
ろ
の
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ

こ
と
も
大
切
だ

と
述
べ
た
。

新
井
悟
理
事
は
、
都
内
の
緊
急

心
血
管
診
療
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
急
性
大

動
脈
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
点
病
院
３
病
院
、
支
援
病
院
１

病
院
が
受
け
入
れ
停
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
と
説
明
。
今
は
他
の
病

院
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
重
点
病
院
の
受
け
入
れ
が
停
止

す
る
と
手
術
が
不
可
能
に
な
る
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

東
京
都
医
師
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
な

か
、
12
月
22
日
（
火
）
に
緊
急
記

者
会
見
を
開
催
し
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
市
中
感
染

が
広
が
り
、
感
染
者
の
増
加
が
止

ま
る
気
配
が
な
い
。
冬
場
は
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
、
大
動
脈
疾
患
な

ど
の
救
急
患
者
が
増
え
る
の
で
、

こ
れ
以
上
感
染
者
が
増
え
る
と
救

急
患
者
を
今
ま
で
の
よ
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
と
大

変
危
惧
し
て
い
る
。
今
こ
そ
感
染

者
を
減
ら
さ
な
い
と
通
常
診
療
が

で
き
な
く
な
る
。
こ
の
３
週
間
が

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
、
真
剣
勝
負
の

３
週
間
だ
」
と
強
い
危
機
感
を
示

し
た
。
そ
し
て
、「
20
代
か
ら
50

代
の
方
が
会
食
で
感
染
し
、
家
庭

内
や
職
場
内
で
感
染
を
広
げ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
流
れ
を

何
と
か
食
い
止
め
る
た
め
に
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る
大
人

数
で
の
会
食
を
控
え
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
は
「
こ
の
ま

ま
い
く
と
都
内
の
１
日
当
た
り
の

新
規
感
染
者
数
が
１
０
０
０
人
を

超
え
、
用
意
し
て
い
る
病
床
は
ほ

ぼ
確
実
に
足
り
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
コ
ロ
ナ
病
床
を
４
０
０
０
床

確
保
す
る
た
め
に
は
一
般
医
療
の

部
分
を
使
う
こ
と
に
な
り
、
救
急

車
で
近
く
の
病
院
に
行
け
な
く
な

る
可
能
性
も
で
て
く
る
。
医
療
提

供
体
制
の
逼
迫
を
い
い
方
向
に
向

か
わ
せ
る
方
法
は
感
染
者
が
少
な

く
な
る
こ
と
だ
け
だ
」と
訴
え
た
。

黒
瀨
巌
理
事
は
、
民
間
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
選
ぶ
際
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
検
査
精
度
や

医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
を
慎
重

に
調
べ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ

た
。
ま
た
、
結
果
が
陰
性
で
あ
っ

て
も
油
断
せ
ず
に
感
染
防
止
対
策

を
続
け
る
こ
と
や
、
陽
性
の
場
合

は
か
か
り
つ
け
医
や
民
間
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が
提
携
し
て
い

る
医
療
機
関
に
電
話
を
し
て
か
ら

必
ず
受
診
す
る
よ
う
求
め
た
。

⻆
田
徹
副
会
長
は
年
末
年
始
の

医
療
機
関
の
受
診
方
法
や
感
染
者

の
退
院
基
準
等

に
つ
い
て
説
明

し
た
。
平
川
博

之
副
会
長
は
、

高
齢
者
施
設
で

の
厳
し
い
状
況

を
述
べ
、
自
分

の
行
動
制
限
が

多
く
の
人
の
命

を
救
っ
て
い
る

と
思
っ
て
自
粛

を
お
願
い
し
た

い
と
訴
え
た
。

高
齢
者
の
感
染
が
大
き
な

課
題

感
染
予
防
の
徹
底
を

真
剣
勝
負
の
３
週
間

逼
迫
す
る
医
療
提
供
体
制

民
間
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

影
響

緊
急
心
血
管
診
療
の
危
機

感
染
者
や
重
症
者
を
減
ら

し
て
医
療
を
守
る

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

東
京
都
医
師
会 

緊
急
記
者
会
見

毎
月
第
２
火
曜
日
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の

徹
底
を
呼
び
掛
け

感
染
拡
大
や
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に

⻆田副会長

新井理事

尾﨑会長

猪口副会長

平川副会長

黒瀨理事
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11
月
４
日
（
水
）、
令
和
２
年

度
城
北
地
区
医
師
協
議
会
が
ウ
ェ

ブ
会
議
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
都

医
師
会
か
ら
７
名
、
城
北
４
区
か

ら
14
名
が
出
席
し
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶
の
中
で

「
会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

唾
液
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の

実
施
医
療
機
関
数
が
目
標
の
１
４

０
０
カ
所
を
超
え
、
身
近
な
所
で

検
査
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４
地
区
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
新
病
院
建
設
の
動
向
な

ど
を
伺
い
、
東
京
都
医
師
会
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
各
地
区
医
師
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。
増
田
幹
生
北
区

医
師
会
長
は
、
２
月
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
、
発
熱
外
来
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
等
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
医
療
側
か

ら
正
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
と

述
べ
た
。
齋
藤
英
治
板
橋
区
医
師

会
長
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新

型
コ
ロ
ナ
の
鑑
別
や
、
年
末
年
始

の
休
日
診
療
、
医
師
会
の
行
事
等

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
が
課
題
だ
と
述
べ
た
。
平
井
貴

志
豊
島
区
医
師
会
長
は
、
発
熱
外

来
は
約
１
０
０
医
療
機
関
か
ら
申

請
が
あ
っ
た
。
障
害
者
や
要
介
護

者
等
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
対
応
で

き
る
医
師
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
述
べ
た
。

議
題
１
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
各
区
の
取
り

組
み
」

北
区
医
師
会
で
は
２
つ
の
病

院
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
40
の
医
療
機
関

で
唾
液
に
よ
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て

い
る
。
発
熱
者
全
員

を
発
熱
外
来
で
対
応

で
き
る
か
ど
う
か
等

の
課
題
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

議
題
２
「
区
西
北
部

保
健
医
療
圏
に
お
け

る
新
病
院
開
設
の
動

向
」練

馬
区
で
複
数
の

病
院
が
開
設
を
申
請

し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
猪
口
正
孝
副
会

長
は
、「
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
必

要
な
病
床
に
つ
い
て
話
し
合
う
仕

組
み
が
で
き
た
。
地
域
の
中
で
ど

の
よ
う
な
病
床
が
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
ほ

し
い
の
か
、
２
次
医
療
圏
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
、区
内
で
の
バ
ラ
ン
ス
、

将
来
の
必
要
病
床
数
、
連
携
等
あ

ら
ゆ
る
見
地
か
ら
事
前
に
練
馬
区

医
師
会
の
中
で
話
し
合
い
、
新
し

い
病
院
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

城
北
地
区
医
師
協
議
会

令
和
２
年
度

ウェブ会議の様子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

特
別
講
演
会

東
京
在
宅
医
療
塾

平
成
29
年
か
ら
始
め
た
東
京
在

宅
医
療
塾
は
、
座
学
と
実
習
に
よ

る
集
合
研
修
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

３
期
、
そ
れ
ぞ
れ
約
60
名
が
学
習

に
参
加
し
て
い
た
。
４
期
目
の
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
閉
塾
中
で

あ
っ
た
が
、
在
宅
医
療
に
特
化
し

た
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
11
月
29
日
（
日
）
に
東
京
都

医
師
会
館
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
上
で
開

催
し
、
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。

開
会
の
挨
拶
で
尾
㟢
治
夫
会
長

は
、「
東
京
都
の
コ
ロ
ナ
感
染
は

23
区
の
み
な
ら
ず
多
摩
地
区
に
も

ま
ん
延
し
、
高
齢
患
者
や
重
症
者

が
増
え
医
療
体
制
が
逼
迫
し
て
い

る
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
人
の
流

れ
を
止
め
、
必
要
な
場
面
で
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
誰
で
も
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
感
染
者
の

自
宅
療
養
が
増
え
る
見
込
み
で
あ

り
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
保
健
所
だ

け
で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
在
宅
医
療
関
係
者
に

も
お
願
い
で
き
る
か
検
討
中
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

講
演
１
は
、
尾
身
茂
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会

会
長
に
よ
る
も
の
で
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

─

19
こ
れ
ま
で
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
、
講

演
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
が
映

し
出
さ
れ
た
。
我
が
国
の
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
の
特
徴
は
さ

か
の
ぼ
り
（retrospective

）

接
触
者
調
査
に

あ
る
こ
と
、
検
査
総

数
は
欧
米
よ
り
少
な

い
が
、
一
人
の
感
染

者
を
見
つ
け
る
た
め

の
検
査
数
は
欧
米
よ

り
む
し
ろ
多
い
こ

と
、
検
査
数
を
増
や

し
た
だ
け
で
は
感
染

者
数
を
減
ら
す
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
、

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が

発
表
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
耐
性
）
は
、
世
界

第
２
位
（
１
位
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。
ま
た
、

感
染
者
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
た
め
に

は
①
飲
食
店
の
営
業

時
間
の
短
縮
、
②
地

域
の
移
動
に
係
る
自

粛
、
③
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

の
運
用
見
直
し
、
④

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
徹
底
（
年
末
年

始
の
休
暇
を
分
散
す

る
こ
と
、
小
規
模
分

散
型
旅
行
の
推
進
、
財
政
面
で

の
支
援
を
含
む
保
健
所
機
能
・
検

査
・
医
療
提
供
体
制
の
強
化
）、

⑤
経
済
・
雇
用
へ
の
配
慮
、⑥
人
々

の
行
動
変
容
の
浸
透
、
を
分
科
会

か
ら
政
府
へ
提
言
し
て
い
る
と

語
っ
た
。

講
演
２
は
、
多
く
の
在
宅
患
者

を
診
療
し
て
い
る
医
師
の
立
場
か

ら
、
佐
々
木
淳
医
療
法
人
社
団
悠

翔
会
理
事
長
が
「
在
宅
医
療
の
現

場
に
お
け
る
取
り
組
み
」
と
題
し

て
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
在
宅
医
療
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

生
命
を
守
る
、
生
活
を
守
る
、
尊

厳
を
守
る
、
地
域
医
療
を
守
る
の

４
つ
に
つ
い
て
、
在
宅
医
療
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
、
病
院
で
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
を
継
続
的
に
実
行

す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
た
。

講
演
３
は
、「
日
本
在
宅
医
療

連
合
学
会
か
ら
の
指
針
・
提
言
」

と
題
し
、
蘆
野
吉
和
同
学
会
代
表

理
事
会
長
／
山
形
県
庄
内
保
健
所

長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
山
形
か
ら
講
演
を

行
っ
た
。
日
本
在
宅
医
療
連
合
学

会
が
作
成
し
た
Ｑ
＆
Ａ
を
も
と
に

在
宅
医
療
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

平
川
博
之
副
会
長
は
、
来
年
度

も
ま
た
何
ら
か
の
形
で
東
京
在
宅

医
療
塾
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
、

閉
会
の
辞
と
し
た
。

講師の佐々木理事長

尾身会長のビデオ収録による講演オンライン会議システムを使い講演した蘆野代表理事会長
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目
黒
区
に
は
東
山
貝
塚
遺

跡
、
土
器
塚
遺
跡
な
ど
の
遺
跡

や
宮
野
家
屋
敷
を
始
め
と
す
る

史
跡
、
ま
た
旧
前
田
家
の
前
田

利
為
侯
爵
駒
場
邸
跡
で
あ
る
駒

場
公
園
な
ど
多
く
の
遺
構
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
回
は

中
目
黒
駅
か
ら
徒
歩
13
分
程
度

の
場
所
に
あ
る
菅
刈
公
園
を
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
春
に
は
桜
が

美
し
く
、
夏
は
木
陰
で
涼
む
こ

と
が
で
き
、
秋
は
イ
チ
ョ
ウ

や
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
を
楽
し
め
、

冬
の
雪
景
色
も
風
情
が
あ
り

ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
豊

後
の
岡
藩
の
お
屋
敷

が
あ
り
、
滝
や
池
ま

で
あ
る
回
遊
式
庭
園

は
江
戸
の
名
所
で
し

た
。
明
治
時
代
に

な
っ
て
、
西
郷
隆
盛

の
弟
で
あ
る
西
郷
従

道
が
こ
の
土
地
に
洋

館
と
和
館
を
建
て
ま

し
た
。
当
時
も
素
晴

ら
し
い
庭
園
と
し
て

広
く
知
ら
れ
、
明
治

天
皇
も
訪
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
後
一
時
は
旧
国
鉄

の
官
舎
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
９
年
か
ら
調
査
が
行

わ
れ
、
一
部
は
明
治
時
代
の
庭

園
を
復
元
す
る
形
で
公
園
と
な

り
ま
し
た
。大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
、

ク
ロ
マ
ツ
、
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の

木
々
は
明
治
時
代
か
ら
残
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
木
々
が
多
い

た
め
か
メ
ジ
ロ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
、
コ
ゲ
ラ
な
ど
の
鳥
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
和
館
を
囲
む
庭

園
に
入
る
と
、
木
々
の
緑
と
池

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
山

手
通
り
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
な

静
け
さ
で
、
優
雅
な
時
間
を
過

ご
せ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
目
黒
区
医
師
会
・
千
木
良
真
保
）

154東
京
都
医
師
会
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者

数
が
ま
た
増
加
傾
向
に
転
じ
、
予

断
を
許
さ
な
い
情
勢
が
続
く
中
、

最
前
線
で
医
療
提
供
体
制
を
支
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
16
日
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ

会
長
が
菅
義
偉
総
理
大
臣
と
会
談

し
、
２
０
２
１
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

実
現
に
向
け
て
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
菅
総
理
大

臣
は
、
会
談
後
の
記
者
会
見
で
、

観
客
の
参
加
を
想
定
し
て
計
画
を

進
め
て
い
る
と
表
明
し
、
大
会
を

「
人
類
が
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ

た
証
」
に
す
る
と
決
意
を
語
り
ま

し
た
。
私
も
、
そ
の
一
翼
を
担
う

べ
く
、全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

今
回
は
、
前
号
で
発
足
の
ご
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
自
由
民
主

党
政
務
調
査
会
「
訪
日
外
国
人
観

光
客
コ
ロ
ナ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）」
の
経
過
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
に
は
、
東
京
都
医
師
会

か
ら
島
㟢
美
奈
子
理
事
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
摘
を

頂
戴
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
６
日
に
発
足
し
た
本
Ｐ
Ｔ

は
、
11
月
11
日
、
11
月
13
日
、
11

月
20
日
と
、
本
稿
執
筆
時
点
で
４

回
開
催
し
、
有
識
者
や
業
界
団
体

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
第
１
回
で
は
、
国
際
文

化
会
館
の
近
藤
ジ
ェ
ー
ム
ス
正
晃

理
事
長
か
ら
「
海
外
往
来
要
件
の

現
状
と
方
向
性
」
を
テ
ー
マ
に
各

国
に
お
け
る
コ
モ
ン
パ
ス
の
実
証

実
験
等
に
つ
い
て
、
東
海
大
学
医

学
部
基
盤
診
療
学
系
臨
床
検
査
学

教
授
の
宮
地
勇
人
先
生
か
ら
「
国

内
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
精
度
管
理
と

国
際
的
な
現
状
と
方
向
性
」
を

テ
ー
マ
に
検
査
精
度
の
信
頼
性
担

保
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
経
産
省
か
ら

TeCOT

（
海
外
渡
航
者
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
セ
ン
タ
ー
＝
ビ

ジ
ネ
ス
渡
航
者
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
可
能
な
医
療

機
関
を
検
索
・
予
約
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
回
で

は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

公
衆
衛
生
学
・
医
学
研
究
科
教
授

の
和
田
耕
治
先
生
か
ら
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
外
国

人
観
光
客
の
医
療
費
の
調
査
研
究

中
間
報
告
」
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
か
ら
入
院

し
た
外
国
籍
の
患
者
３
４
２
名
の

医
療
費
等
総
費
用
２
億
８
８
４
３

万
円
の
う
ち
、
全
体
の
96
％
が
日

本
の
公
的
医
療
保
険
に
お
い
て
保

険
診
療
対
象
と
な
る
費
用
で
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
98
％
（
２
億
７

２
１
９
万
円
）
が
公
費
請
求
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
を
ご
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
査
証
発
給

や
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税
関
・
出
入
国
管
理
・

検
疫
）の
業
務
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
、

外
務
省
、
入
管
庁
、
厚
労
省
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

定
期
航
空
協
会
か
ら
は
、「
国
際

線
の
再
開
に
関
し
て
の
乗
員
・
乗

客
の
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
適
切
な
感
染
防
止
対
策
の
も

と
で
安
心
し
て
海
外
と
の
往
来
を

再
開
で
き
る
体
制
整
備
へ
の
要
望

や
、
航
空
業
界
と
し
て
の
感
染
防

止
へ
の
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
３
回
で
は
、
京

都
市
保
健
所
の
山
田
典
子
所
長
よ

り
、
観
光
地
の
保
健
所
と
し
て
の

現
場
の
声
と
し
て
、
多
言
語
対
応

や
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能

を
持
つ
相
談
窓
口
を
国
が
一
括
し

て
設
置
す
る
こ
と
な
ど
へ
の
要
望

が
あ
っ
た
ほ
か
、
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
の
堀

成
美
先
生
か
ら
「
外
国
人
観
光
客

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応 

医
療
機
関
の
課
題
と

支
援
策
」
を
テ
ー
マ

に
、
多
言
語
対
応
や

未
収
金
対
応
を
個
々

の
医
療
機
関
任
せ
に

せ
ず
、
制
度
と
し
て

支
援
す
る
体
制
の
重

要
性
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
４

回
で
は
、
観
光
業
、

宿
泊
業
、
飲
食
業
に

お
け
る
外
国
人
観
光

客
受
け
入
れ
に
向
け

た
課
題
に
つ
い
て
、

日
本
旅
行
業
協
会
、
全
国
旅
館
ホ

テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
、
日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
日
本
旅

館
協
会
、
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
、
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

協
会
か
ら
現
場
の
お
声
を
伺
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
11
月
25
日
に
は
、
参

議
院
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立

ち
、
前
回
（
都
医
ニ
ュ
ー
ス
６
５

８
号
）
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
陰
性
証

明
、
②
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
入
国

後
の
14
日
間
の
健
康
報
告
義
務
、

③
民
間
医
療
保
険
の
義
務
的
加

入
、
こ
れ
ら
３
つ
を
入
国
の
条
件

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
田
村
憲
久

厚
労
大
臣
、上
川
陽
子
法
務
大
臣
、

茂
木
敏
充
外
務
大
臣
、
平
井
卓
也

デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ

質
問
し
、
各
大
臣
か
ら
重
要
な
提

案
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
る

旨
の
ご
答
弁
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
橋
本
聖
子
五
輪
担
当
大
臣
に

も
五
輪
開
催
に
向
け
た
決
意
を
伺

い
、「
安
心
で
安
全
な
大
会
を
必

ず
実
現
さ
せ
る
」
と
力
強
い
ご
答

弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
菅
総
理
大
臣
へ
の
質
問

と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

訪
日
外
国
人
観
光
客

コロ
ナ
対
策
プ
ロ
ジェク
ト

チ
ー
ム
に
つ
い
て

�

参
議
院
議
員�

自
見
は
な
こ

趣 味 の 散 歩

古くから知られる
名園を復元

菅刈公園

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
外
国

人
観
光
客
を
安
心
安
全
に
迎
え
入

れ
る
こ
と
へ
の
意
気
込
み
を
伺

い
、
政
府
と
し
て
安
全
な
大
会
を

実
現
し
て
そ
の
後
の
観
光
客
受
け

入
れ
に
も
対
応
で
き
る
体
制
に
向

け
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
の
国
際
機
関
と
も

連
携
し
て
進
め
て
い
く
旨
の
強

い
決
意
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
月
26
日
に
は
、
武
見
敬
三
参

議
院
議
員
と
と
も
に
東
京
都
庁
に

て
小
池
百
合
子
知
事
と
会
談
し
、

Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
を
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
池
知
事

か
ら
も
、
入
国
前
か
ら
入
国
後
の

健
康
観
察
・
行
動
観
察
に
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
等
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活

用
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
民
間

医
療
保
険
加
入
義
務
づ
け
な
ど
の

ご
要
望
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
で
政
府
か
ら
前
向

き
な
答
弁
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
で
は
12
月
３
日
に
政
府
へ
の

提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
内

容
は
次
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

知ってますか？

統計において、結果から原因を
求めることができることを数学
的に保証する定理。新型コロナ
ウイルス感染症のPCR検査の有
効な使用方法を数学的に論じる
ことができ、これにより流行初
期からの医師の絞り込みなしの
検査導入や、一度陰性が出たか
らといって再検査を怠る行為の
危険性を証明するものである。

ベイズの定理

11月26日 武見参議院議員とともに小池知事を訪問

11月25日 参議院予算委員会
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　
「
弁
護
士
で
す
が
、
亡
く
な
っ

た
○
○
様
の
主
治
医
意
見
書
を

開
示
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

と
唐
突
に
電
話
が
あ
っ
た
。
突

然
の
こ
と
で
対
応
に
し
ば
し
戸

惑
っ
た
。
そ
の
方
に
は
、
２
年

程
前
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
利
用
さ
れ
た
際
に
主
治
医
意

見
書
を
作
成
し
た
経
緯
が
あ
っ

た
。
家
族
内
の
財
産
分
与
の
件

で
も
め
て
い
る
記
憶
が
よ
み
が

え
っ
た
。
意
見
書
が
裁
判
の
資

料
に
さ
れ
る
の
は
心
外
で
あ
る

と
思
い
、「
お
断
り
い
た
し
ま
す
」

と
電
話
を
切
っ
た
。

　

１
カ
月
程
経
過
し
て
、
こ
の

件
で
区
長
の
名
前
で
開
示
請
求

の
書
類
が
届
い
た
。
期
日
ま
で

に
承
諾
が
な
け
れ
ば
開
示
す
る

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
意
見
書
の
目
的
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
。

介
護
認
定
は
、
介
護
保
険
法
に

基
づ
き
、
全
国
一
律
の
基
準
で

公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
る
。
区

市
町
村
が
住
民
か
ら
認
定
の
申

請
を
受
け
る
と
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
学
識
経
験
者
か
ら
構
成

さ
れ
る
合
議
体
で
介
護
認
定
審

査
が
行
わ
れ
る
。
審
査
会
に
お

い
て
主
治
医
意
見
書
は
「
身
体

上
又
は
精
神
上
の
障
害
の
原
因

で
あ
る
疾
病
又
は
負
傷
の
状
況
」

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
と
し
て

利
用
さ
れ
る
。
主
治
医
意
見
書

は
介
護
認
定
の
判
定
の
際
に
重

要
な
資
料
と
な
る
の
で
、
私
は

協
力
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
区
市
町
村
の
開
示

請
求
手
続
き
を
経
て
申
し
込
ま

れ
た
が
、
該
当
す
る
意
見
書
の

写
し
と
、
開
示
請
求
の
文
面
の

中
に
少
な
く
と
も
意
見
書
を
利

用
す
る
目
的
と
、
目
的
以
外
に

使
用
し
な
い
こ
と
を
確
約
す
る

記
載
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

精
神
上
の
障
害
に
お
い
て
、

認
知
症
の
判
定
は
難
し
い
問
題

が
含
ま
れ
る
。
成
年
後
見
人
制

度
の
活
用
も
必
要
と
感
じ
た
。

 

（
進
士
雄
二
）

感
染
症
豆
知
識

　我々は今、ペストやスペイン風邪のように人類の長い歴史に刻
まれるパンデミックという大きな波の中にいる。新型コロナウイ
ルスは、世界中の国を次々と巻き込み、各国の経済や生活にも大
きな影響を与えている。
　このウイルスは、肺胞上皮細胞の｢ACE2｣を受容体とするため、
極めて容易に肺炎を発症させる。また、心臓、腎臓、腸管、血管
内皮細胞などにもACE2受容体は存在するため、多臓器に影響を
与え、サイトカインストームや血栓症などの全身的な病態も引き
起こす。
　新型コロナウイルスは、パンデミックとしても｢絶妙｣なバラン
スをもった病原体である。高齢者や基礎疾患のある人が重症化す
る一方で、若くて活動性が高い人は無症状や軽症例が多い。感染
者は発症前から感染力をもち、無症状でも他者に感染させる可能
性がある。そのため、より効率的に宿主間を伝播しながら、社会
の中で蔓延していく。SARS、MERSほど高くない死亡率でも、パ
ンデミックであるが故に、感染者の増加とともに重症者の実数が
増え、医療体制に重大な危機を生じてしまうのである。
　経済活動を再開してきた中で、冬が到来した東京も大きな流行
の波を迎えている。多くの感染者の発生が続くことで医療現場は
逼迫し、通常医療との両立が困難な状況となっている。新たなワ
クチンへの期待が膨らむ一方で、欧州では感染力を増した変異種
が出現するなど、新型コロナウイルスとの闘いは、まだ数カ月後
の姿さえ見えていない。しかし、過去の長い歴史において、終わ
りのなかったパンデミックはない。私たちが人類の叡智をもって
一歩一歩困難を乗り越えていけば、その先にはきっと新たな未来
が待っているはずである。 （文責：今村顕史）

無 声 拝 聴 意見書の目的 パンデミック ～その闘いの現在地～

問
合
先
慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内 生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

日時▶2月27日（土） 15時～17時50分（予定）
方法▶Web配信
講演会▶「データ×AI時代を考える」
モデレーター▶陣崎雅弘（慶應義塾大学医学部放射線科学（診断） 教授）
参加対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、東
京都地区医師会に所属する医師
取得単位▶日医生涯教育制度参加証交付2単位（カリキュラムコード：9）
※参加費無料・事前登録制（お申込多数の場合は先着順となります）
※ 詳細は慶應義塾大学医学部のWebサイト（http://www.med.keio.ac.jp/）の『ニュース』にて後日お知らせし
ます。
次回▶6月26日開催予定

第123回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

問
合
先
東京内科医会　TEL：03-3259-6133

日時▶2月11日（木・祝） 10時～16時
会場▶御茶ノ水 ソラシティ カンファレンスセンター ルームC
※会場講演とWeb配信とを併用したハイブリッド型講演会

プログラム▶
① 「漢方概論と高齢者関連領域の漢方」加藤士郎（筑波大学附属病院 臨床教授 野木病院副院長）

② 「脳科学の進歩と臨床応用（脳内ネットワークからみた漢方薬の効き方）」
　仁井田りち（慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室 特任助教）

③「呼吸器疾患の漢方」加藤士郎（筑波大学附属病院 臨床教授 野木病院副院長）

④「腹部領域の漢方治療」鳥居 明（鳥居内科クリニック院長〈東京内科医会 常任理事〉）

⑤「高齢女性の味方になる漢方治療」岡村麻子（つくばセントラル病院）
参加費▶会員4,000円、会員外（医師会員）6,000円
取得単位▶日本医師会生涯教育制度2.5単位、
　　　　　日本臨床内科医会認定医・専門医制度5単位

東京内科医会 第37回セミナー
高齢者に役立てたい漢方
～認知症の諸症状から泌尿器領域まで～

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます。

医師国保に加入しましょう！

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

○  新たに東京都医師会に入会した方
○  現在区市町村国保の保険証をお持ちの方
○  退職等により共済・組合健保等の資格を喪失した方 は、
ぜひご家族や常勤の従業員の方と一緒に加入してください。

～医師国保は都医会員の相互扶助を行う国民健康保険です～

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

第447回 国際治療談話会 例会
「総合診療―これまでとこれから」

日時▶1月28日（木） 18時30分～20時30分　　形式▶Web講演
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）

司会▶山崎 力（（公財）日本国際医学協会 理事）

〔第1部〕
講演▶Ⅰ「総合診療の現状と将来予測」大平善之（国際医療福祉大学医学部総合診療医学 主任教

授）、Ⅱ「仮説形成的推論モデルに基づく診断推論方略 －プライマリ・ケアでの誤診を減
らすために」太田光泰（横浜市立大学医学部医学教育学・総合診療医学 教授）

〔第2部〕
感想▶「ポストコロナ時代の経営戦略」植草徹也（ボストン コンサルティング 

グループ マネージング・ディレクター＆シニア・パートナー）

申込方法▶右記QRコードまたは当協会ホームページからお申し込みください。
会費▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（カリキュラムコード：15、73）
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　この文章を執筆している2020年11月、日本は未だ収束しな
い新型コロナウイルス感染症と闘っている最中です。この冬、新
型コロナウイルス感染症とインフルエンザの鑑別をいかにする
か、発熱患者がかかりつけ医へ相談するような仕組みづくり、季
節性インフルエンザワクチン接種の優先順位等、いつもの秋とは
全く違った様相を示しています。また日常生活でもストレス発散
の場がなく、重い空気がのしかかっています。
　佐々木聡前浅草医師会長の後を受けて、2020年6月に公益社
団法人浅草医師会第11代会長を拝命しました。重責ゆえに身が
引き締まる思いです。
　東京オリンピック・パラリンピックを迎えるための準備から一
転して、新興感染症への対応に追われた東京都医師会の執行部は
さぞ大変だったことと思います。次々とやってくる新しい情報を
整理し、それに対応した計画を作成し実行に移す。そして地区医
師会・都民・マスコミに対して情報を発信し、協力を得る。この
度は尾﨑治夫会長率いる東京都医師会の発信力の強さを改めて
実感した次第です。
　地区医師会は会員に情報を提供しますが、その重要性の濃淡が
伝わっているかを把握できていないのが現状だと思っています。
理事会で長い時間協議した議題であっても他の議題と同じように
周知されます。浅草医師会執行部では、「浅草医師会SNS」を使用
して上部からの通達事項に目を通し、会員が容易に理解できるよ
う鑑文を作成して添付し、会員に周知しています。今後さらに会
員に分かりやすく、迅速に情報を伝える手段を考えていきたいと
思います。

　2018年、浅草医師会は下谷医師会と協力して、台東区の医療・
看護・介護・リハビリテーションの各団体の方向性を一つにし、
区民のために切れ目のない社会保障を提供するべく、「たいとう地
域包括ケア推進協議会」立ち上げました。各団体がたいとう（対
等）な立場で垣根を作らず、たいとう（台東）区の方々に寄り添う
という理念で命名しました。浅草医師会は1997年から「台東区
の在宅医療を考える会」を開催してまいりましたが、発展的にこ
れを解消し、2018年より「たいとう地域包括ケア推進協議会」主
催による「たいとう地域包括ケアフォーラム」としてリニューアル
し、医療従事者から区民に発信する会を継続しています。
　2020年11月17日に開催された「第23回浅草医学会」は、初
のハイブリッド形式で安全を配慮して開催されました。1998年、
当時浅草医師会長だった故野中博先生が立ち上げられた「浅草医
学会」は、地域医療に携わる皆様と顔を合わせながら連携を深め
ることを目的とした、医師会から発信する大切な場になっていま
す。新入会員の先生方からもご演題をいただき、新規開業医の先
生が得意とされている分野、新入職された病院勤務の先生の専門
領域をお聞かせいただくこともでき、病診連携・診診連携におい
ても重要な役割を担っています。
　故野中博先生は私が執行部に加えていただいた20年も前から、

「住み慣れた地域で、自分らしい生活が最期まで送れるよう寄り
添っていくことが大切」と語られていました。未だに色褪せない
この金言を肝に銘じ、地域医療に貢献できる医師会活動を続けて
いきたいと思います。

地区医師会長からの一言

区民に寄り添う医師会でありたい
浅草医師会長　堀 浩一朗
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頌 春　　　　東京都医師会長　尾㟢 治夫

お正月　　　　板橋区医師会 大畑隆郎
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